
令和３年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（実施状況及び効果検証）

1 単 就労支援給付金事業 商工課

①感染症の影響により企業等の人員削減による解雇や雇い止め、内定取り消し等によ
り、就労機会を失った者が新たな就業に向けたスキルアップのために職業訓練を行う
受講者を支援し、コロナ禍での再就職を後押しする
②就労支援給付金50千円/人
③50千円×140人
④職業訓練受講者

R3.4 R4.3 6,250,000 6,250,000 
R3.4～ 受付開始
申請件数　125件
給付額　5万円

コロナの影響により雇用機会
を失った方を含め、職業訓練
の受講促進、雇用機会の拡
大につながった。

2 単
信用保証料・利子補給助
成事業

商工課

①新型コロナウイルス感染症等に起因する事業の業績悪化により、資金繰りのために
融資を受けた市内に事業所を有する中小企業等へ支援
②③
ア　白山市にてセーフティネット認定を受け、信用保証料を一括納付した者に対し、信
用保証料全額を補助（500千円×4事業所）
イ　日本政策金融公庫の新型コロナウイルス感染症対策関連の融資制度を利用した
者に対し、支払った償還利子の当初1年分を補助（25千円×20事業所）
④中小企業、個人事業者

R3.4 R4.3 2,283,000 939,000 

R3.4～ 受付開始
信用保証料申請件数　7件
2,127,000円
利子補給申請件数　4件
156,000円

市内中小企業・個人事業主
に対する資金繰りに貢献し
た。

3 単
文化・スポーツイベント応
援事業

文化振興課
スポーツ課

①新たな生活様式の下で、地元トップスポーツチームの活動や文化振興に資する公演
の再開支援を行うとともに、地域活性化・交流イベントの開催支援及び市民の文化に
触れあう機会を確保する
※現在、ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽを確保するため、施設の利用人数を50％以下に制限してお
り、収益率が低くなる市内施設でのイベントが全くない状況である。各種団体に市内で
のイベントを実施してもらうため、チケットの販売数に応じた支援金を交付することで市
内での開催を呼びかける
②地域活性化・交流イベントの開催支援金
③1,000千円以内×8団体
④地元トップスポーツチーム及び芸術文化団体

R3.4 R4.3 4,158,000 4,158,000 

トップスポーツチーム(ヴイン
セドール白山、金沢サムライ
ズ)が試合等を開催する際
に、感染予防対策を図った経
費に対して支援を行った。ま
た、文化芸術公演については
12件の申請があった。

感染予防に係る経費を支援
することで、効果的な感染症
対策を図り公演・試合等を開
催することができた。

4 単
公共施設等安全・安心確
保事業

長寿介護課
学校教育課

①公共空間での感染機会を削減する
②公共施設の消毒業務委託
③福祉施設 258千円、学校 500千円×2回
④市内公共施設

R3.4 R4.3 632,500 632,000 

新型コロナウイルス感染防止
対策として、学校・福祉ふれ
あいセンター館内の消毒を実
施

感染リスクの軽減が図られ、
児童や施設利用者が安心し
て利用できる。

5 単 リモートワーク推進事業 総務課

①職員の罹患等への対策として、密集・密接を防止する内部リモート会議、人との接触
を避けることができるペーパーレス会議等を可能とする環境を整備する
②タブレット端末、通信料、使用料
③端末（7台）560千円、通信料397千円、使用料72千円
④支所、ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

R3.6 R4.3 754,517 754,000 
タブレット型端末 7台
通信費、手数料ほか一式

支所長・サービスセンター長
へのタブレット型端末の支給
により、紙での資料配付を取
りやめたことで感染症リスク
の低減を図ることができた。

6 単
市職員採用候補者試験東
京開催事業

職員課

①職員採用試験において、東京会場を設けて受験者の往来を少なくする
②会場使用料、旅費
③会場使用料433千円、試験官旅費（2人）80千円
④白山市

R3.6 R3.6 132,000 132,000 
東京会場での採用試験を実
施

専門職1人を採用することが
できた。

7 単
ホームページリニューアル
事業

広報広聴課

①ホームページリニューアルによる行政手続き案内ページ等を新たに構築・作成し、市
民にとって必要な各種手続き等を事前に情報提供することで、必要最低限の来庁で手
続きが完了する仕組みをつくり３密を防止する。
②業務委託料
③再構築業務一式 29,832千円
④白山市

R3.5 R4.3 20,687,370 20,687,000 

白山市ホームページ改修業
務委託
  ・ウェブアクセシビリティの対
応
  ・レスポンシブル対応
  ・トップページのデザイン変
更

・高齢者や障害者を含む誰も
が必要な情報を入手しやす
いホームページとなり、今後
の来庁しての相談件数の減
少につながることが想定され
る。
・使用する端末に合わせて最
適化された配置で表示可能
になった。
・イベントカレンダーの表示が
可能となった。【担当課評価】
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8 単
新型コロナウイルス感染
拡大防止協力金

商工課

①県の要請に応じて休業や営業時間短縮に協力した事業者等への支援
②石川県休業要請協力金受給者への追加支援金
③支援金（第3～4次：150千円/店舗×250店＋第6～7次：平均784千円/日×60日）≒
84,500千円、広告料750千円、郵便料50千円、その他事務費100千円
④市内事業者

R3.4 R4.3 80,931,928 80,931,000 

R3.4.28～6.13の間、営業時
間短縮要請に協力した事業
者へ協力金を支給
申請件数　222件
給付額　県協力金の1/10
R3.8.2～9.30及びR4.1.27～
3.21の間、営業時間短縮要請
に協力した事業者へ協力金
を支給
申請件数　228件
給付額　県協力金の1/10

休業要請・時短営業に協力し
た事業者の事業継続への支
援となった。

9 単
白山市中小企業等事業再
構築支援金

商工課

①ポストコロナ・ウィズコロナ時代の経済社会の変化に対応するため、新分野展開や業
態転換、事業・業種転換等の取組み、事業再編またはこれらの取組みを通じた規模の
拡大等を目指す企業等の新たな挑戦を支援
②国・県の補助対象経費の1/6を給付、上限500千円
③500千円×30事業所
④市内事業者

R3.4 R4.3 3,178,000 3,178,000 

R3.5～ 受付開始
申請件数　法人：5件
　　　　　個人事業主：3件
補助額　対象経費の1/6、上
限50万円

コロナによる経済社会の変化
に対応するため、新たなチャ
レンジを行う事業者の取組み
への支援となった。

10 単
いいとこ白山宿泊応援事
業

観光課

①②
コロナ禍で観光客が減少により稼働率が落ち込んでいる宿泊事業者に対し、国が実施
する観光需要の喚起事業に合わせて、その効果を市内宿泊施設へ最大限に波及させ
るため、市民の市内の宿泊に対して補助を実施。宿泊料6千円で2千円を補助。（観光
連盟に委託）
③2千円×7,500人＝15,000千円、アンケート記念品315千円、チラシ印刷880千円、新
聞折込等事務費755千円
④市民

R3.6 R4.3 5,325,500 5,325,000 

国と県が実施する観光需要
の喚起事業に合わせて、宿
泊者に定額2,000円のキャッ
シュバックを行った。（地域に
より、2,000円の加算あり）
延べ　1,733人　3,912千円

【担当課評価】
全市的に宿泊施設が利用さ
れた。
市民の地元の魅力の再認識
へとつながった。
【利用者からの評価】
豊かな自然とその恵み（温
泉・酒・食事）を十分に味わえ
た。
【事業者からの評価】
昨年度の新しい顧客のリピー
トもあり、利用促進につな
がった。

11 単 無観客配信支援事業 文化振興課

①②
コロナ禍での外出自粛等の影響により、発表会の中止や練習機会が減少し、伝統芸
能が衰退する危機的状況にある。文化芸術の維持・伝承のため各種団体の活動状況
を撮影し配信することで興味を持つ新たな人材を発掘する
③映像ﾃﾞｰﾀ作成費及び放送料 400千円×5公演
④市内文化団体

R3.5 R4.3 2,000,000 2,000,000 

市内の文化団体による公演
等発表を撮影しWEB等により
配信した。
※市民芸能音楽祭鶴来地域
夏の部、第50回記念市民音
楽祭、市民文芸祭鶴来地域、
市民文化文芸祭松任地域、
市民芸能祭松任地域、鶴来
美術展、大正琴の集い、市民
民謡祭の撮影・記録・放送支
援

前年度より種目を増やし、よ
り多くの団体に活動発表の場
を設け、多くの市民に見ても
らうことでコロナ禍に見舞わ
れた本市の文化活動を促進
し、文化振興に寄与した。
補助事業実施団体より、「コ
ロナ禍でのモチベーションが
下がっている中、練習の励み
となった」との意見もあった。

12 単 電子図書館導入事業 松任図書館

①24時間いつでもどこでも利用できる電子図書館を導入し、感染拡大防止を図りなが
ら、どのような状況であっても読書を楽しむ環境を提供する
②構築業務委託料、サービス等使用料
③書籍ﾗｲｾﾝｽ 4.4千円×3,900、3.08千円×100、初期設定 770千円、利用料 55千円×
3ヵ月
④白山市

R3.5 R4.3 18,072,780 18,072,000 

システム構築委託料
770,000
著作権使用料（電子書籍コン
テンツ利用料）　16,972,775
サービス利用許諾料
331,000

24時間利用可能な電子図書
館を導入することにより、感
染拡大防止を図りつつ、読書
を楽しむ環境を提供すること
ができた。
・利用者数　382人（ﾛｸﾞｲﾝ数
6,338回）
・貸出冊数　2,942冊

13 単
マイナンバーカード申請交
付円滑化事業

市民課

①マイナンバーカードの申請件数が増え、交付窓口や待合ロビーでは混雑が続いてい
るため、専用窓口を設置することで、市民の待ち時間を大幅に短縮し、混雑を軽減する
ことで感染症拡大防止を図る
②③
カード交付用統合端末682千円×3台、コピー機能付プリンタ 77千円×2台、申請専用
タブレット490千円×2台、交付専用窓口用テーブル・パーティション等560千円
④白山市

R3.5 R4.3 5,599,764 3,288,000 

R3.8.25に本庁舎１階にマイナ
ンバー専用窓口を設置。マイ
ナンバーカードの申請受付や
交付を行った。
【R3.9～R4.3月の専用窓口の
状況】
申請件数：1,351件
交付件数：3,157件

異動や証明書発行の窓口と
分けたことで、待ち時間の短
縮や混雑解消に繋がった。
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14 単
女性応援つながりサポー
ト事業

男女共同参画室

①感染症の影響により、孤独・孤立で不安を抱える女性が社会との絆・つながりを回復
することができるよう、生理用品の提供等による相談窓口の周知啓発を行うことで、必
要な相談・支援につなげる
②③
周知啓発チラシ88千円、生理用品200千円、提供用袋11千円、事務費20千円
④白山市

R3.5 R3.6 226,993 226,000 

関係部署、団体等と連携をと
り、小・中学生等を含む女の
子・女性に対して相談窓口の
啓発を図り、必要な支援を講
じた。また、市内図書館等で
「男女共同参画啓発展」とし
て巡回展示を実施した。

市ホームページの、女性相談
関連のページプレビュー数が
例年の約5倍となり、相談窓
口を広く周知することができ
た。

15 単
スクールサポートスタッフ
配置事業

学校指導課

①②
授業継続にあたりスクールサポートスタッフを雇用し、感染症対策の強化を図ることで
純増する教師の業務をサポートする
③全小中学校に配置（27校）
※通勤手当等1,235千円、社会保険286千円
④市内小中学校

R3.4 R4.3 1,441,966 1,441,000 

消毒作業等新型コロナウイル
ス感染症に対応するスクール
サポートスタッフを市立小中
学校全２７施設に配置し、教
員業務の補助を実施。

消毒作業等の感染症対策で
増大した教員の負担を軽減
することにより安全な学校運
営を行うことができた。

16 補 子ども・子育て支援交付金 こども子育て課

①感染症対策を徹底し、事業を継続的に提供するため、衛生用品等の配備を実施
②衛生用品の購入や消毒業務に係る手当を補助
③利用定員19人以下 300千円×7施設
　利用定員20～59人 400千円×22施設
　利用定員60人以上 500千円×16施設
④放課後児童ｸﾗﾌﾞ40施設、病児保育ｾﾝﾀｰ3施設、地域子育て支援拠点2施設

R3.5 R4.3 33,655,002 5,641,000 

・感染症対策を徹底し、事業
を継続的に提供するための、
衛生用品の購入や消毒業務
に係る手当にかかる費用を
補助。
利用定員19人以下 612千円
利用定員20～59人 9,771千
円
利用定員60人以上 5,046千
円
・各法人保育園・認定こども
園28園に対し、補助金を支給
した。
＊１施設 30～50万円

・各放課後児童クラブが必要
な消耗品や備品等の購入に
より、職員及び施設利用者の
感染リスクの低減を図ること
ができた。
・園児の健康管理、感染症対
策を目的とした環境整備を推
進することができた。

17 補 地域女性活躍推進交付金 男女共同参画室

①感染症の影響により、孤独・孤立で不安を抱える女性が社会との絆・つながりを回復
することができるよう、生理用品の提供等による相談窓口の周知啓発を行うことで、必
要な相談・支援につなげる
②業務委託料
③周知啓発チラシ149千円、生理用品2,200千円、提供用袋218千円、人件費1,742千
円、事務費100千円
④社会福祉協議会

R3.7 R4.3 4,043,272 798,000 

関係部署、団体等と連携をと
り、小・中学生等を含む女の
子・女性に対して相談窓口の
啓発を図り、必要な支援を講
じた。また、市内図書館等で
「男女共同参画啓発展」とし
て巡回展示を実施した。

市ホームページの、女性相談
関連のページプレビュー数が
例年の約5倍となり、相談窓
口を広く周知することができ
た。

18 補
教育支援体制整備事業費
補助金

学校指導課

（補習等のための指導員等派遣事業（スクール・サポート・スタッフの配置））
①②
授業継続にあたりスクールサポートスタッフを雇用し、感染症対策の強化を図ることで
純増する教師の業務をサポートする
③全小中学校に配置（27校）
※920～960円×954h×27人
④市内小中学校

R3.4 R4.3 23,211,028 7,737,000 

消毒作業等新型コロナウイル
ス感染症に対応するスクール
サポートスタッフを市立小中
学校全２７施設に配置し、教
員業務の補助を実施。

消毒作業等の感染症対策で
増大した教員の負担を軽減
することにより安全な学校運
営を行うことができた。

19 単 抗原検査キット配備事業 危機管理課

①市内保育所及び小・中学校等における新型コロナウイルス感染症に対する不安解
消のため、抗原検査キットを配備する
②抗原検査キット購入費
③子ども用 2,365円×3,100セット、大人用 1,100円×235セット
④白山市

R3.6 R4.3 4,745,400 2,174,000 抗原検査キット購入　2,460組

市内保育所及び小・中学校
等における新型コロナウイル
ス感染症に対する不安解消
に効果があった。

20 単 修学旅行支援事業 学校指導課

①②
修学旅行での感染症対策として、移動時のバス等において生徒の間隔をあけて２席に
１人の運用で実施するため、例年より増加する感染症対策費を支援する
③増車に係る差額
④市内中学校

R3.9 R3.11 8,500,785 8,500,000 

コロナ禍において中学校が修
学旅行を実施できるようバス
の席を１席空ける対応を取る
とともに、中止や延期により
発生した企画料の負担、新型
コロナウイルス感染症に起因
するキャンセルに対応する保
険料の負担を行った。

コロナウイルス感染症への各
種対応を行ったことにより、修
学旅行の実施を可能にし、保
護者の負担軽減を図れた。
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21 単
白山市感染防止対策強化
奨励金

商工課

①感染拡大防止対策の継続・強化を図るため、「いしかわ新型コロナ対策認証制度」
認証店に奨励金を支給する
②飲食店：コロナ対策後の客席数に応じて支給（50席未満：50千円、50席以上：100千
円）。宿泊施設：コロナ対策後の最大収容人数に応じ支給（50人未満：50千円、50人以
上：100千円）
③280事業者×50千円、20事業者×100千円
④市内飲食店、宿泊施設

R3.7 R4.1 18,600,000 18,600,000 
R3.8～ 受付開始
申請件数　288件
給付額　5万円又は10万円

「いしかわ新型コロナ対策認
証店」に対し、奨励金を支給
することで、市内飲食店・宿
泊施設の感染防止対策の継
続・強化が図れた。

22 単 白山市地域応援券事業 商工課

①②
新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う自粛により落ち込んだ消費の回復を図るため
市民１人あたり2千円の地域応援券を配付する
③応援券2千円×113,500人、印刷郵送費22,700千円、封入作業委託料等事務費7,300
千円
④白山市民

R3.7 R4.3 246,582,944 246,582,000 

白山市全市民に対し、1人あ
たり2,000円分の商品券を配
布した。
R3.8～ 取扱店募集
R3.10～ 地域応援券配布
R4.2末 使用期間終了
・配布世帯数　45,131世帯
・配布人数　113,110人
・配布枚数　226,220枚
・使用実績　217,871千円
(96.3％)
・参加店舗数　606店舗

商品券を配付し、市民の家計
の支援と地元事業者への支
援を行うことで、地域の消費
拡大を推進し、新型コロナウ
イルス感染症により大きな影
響を受けた地域経済の回復
に効果があった。

23 単
公共施設等快適空間確保
事業（自動水栓化）

①②
公共施設での接触機会を減少させるため、利用者が手を触れるトイレの手洗いを自動
水栓化する
③
・くろゆり荘：自動水栓90千円×8箇所、自動水栓（混合栓）170千円×4箇所
・市民温泉：自動水栓80千円×30箇所
・森林生態学習舎：自動水栓80千円×2箇所
・吉野谷セミナーハウス：自動水栓80千円×4箇所
④市内公共施設

R3.7 R4.3 3,762,100 3,759,000 

市民温泉や社会教育施設な
ど不特定多数の市民が利用
する施設（7施設）のトイレ自
動水栓化を実施

手洗いの自動水栓化(非接触
化)による菌の付着リスク削
減により、感染症拡大防止に
効果があった。

24 単
新型コロナワクチン接種
協力金

ワクチン接種対
策室

①②
ワクチンの個別又は集団接種に協力する医療機関等に対し、安定的な接種体制維持
を図るため協力金を支給
③200千円×47医療機関等
④市内医療機関等

R3.7 R3.9 9,200,000 9,200,000 
市内46医療機関等に協力金
を給付

今後も安定的な接種体制を
維持のための協力体制を確
保することができた。

25 単 医療従事者支援事業 いきいき健康課

①公立病院で感染症治療などに従事する職員に対する支援
②特殊勤務手当
③身体に直接接触又は長時間接して行う業務4千円（接触機会が少ない業務は3千
円）
※4千円×延べ15,500人×74.5％
④新型コロナウイルス感染者の診療に当たる医師、看護師、検査技師等

R3.4 R4.3 46,190,000 46,190,000 

公立松任石川中央病院及び
公立つるぎ病院において、新
型コロナウィルス感染者の診
療、治癒などに従事する職員
に対して支給する特殊勤務
手当を負担し、最前線で勤務
に当たる職員の支援を行っ
た。

県民市民の命を支える医療
を守るため、医療現場でコロ
ナウィルス感染症の業務に従
事されている皆様の労苦に
少しでも報いることができた。
また、地域の拠点病院である
二つの医療機関がコロナ禍
の中でも安定的な医療提供
体制を確保することができ
た。

26 単
白山市事業継続月次支援
金

商工課

①まん延防止等重点措置に伴う時短要請や外出自粛要請等の影響を受けた事業者
で、対前年、前々年比で月の売上が50%以上減少している事業者に対する支援
②国の月次支援金受給者への追加支援金（国の1/2）
③（法人546事業所×100千円/月＋個人411事業所×50千円/月）×支給見込20%×
2ヵ月≒30,000千円
④市内事業者

R3.8 R3.12 17,863,000 17,863,000 
R3.11～ 受付開始
申請件数　168件
給付額　国支援金の1/2

まん延防止等重点措置の適
用により売上が減少した事業
者を支援することで、事業者
の事業継続につながった。

27 単
白山市新規需要開拓緊急
支援補助金

商工課

①新型コロナの影響が長期化する中、厳しい状況にある飲食・観光関連事業者を対象
に、新商品や新サービス開発などの取組を支援
②石川県飲食・観光関連事業者需要開拓緊急支援事業への追加支援金（県の補助対
象経費の1/10）
③125千円×20事業者、250千円×2団体
④市内事業者

R3.10 R4.3 871,000 871,000 
R3.11～ 受付開始
申請件数　7件
補助額　対象経費の1/10

コロナ禍の長期化により、新
商品等の開発など、自ら需要
を開拓する事業者の取組み
への支援となった。
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28 単
公共施設等快適空間確保
事業（トイレ洋式化）

①②
公共施設でのエアロゾルによる感染機会を減少させるため、危険度の高い和式トイレ
を洋式化する
③
・森林生態学習舎：洋式化工事581千円×3箇所
・松任青少年宿泊研修センター：500千円×2箇所
・出城軽体育館：500千円×3箇所
・鶴来総合文化会館クレイン：500千円×14箇所
・松任学習センター：500千円×2箇所
・松任駅トイレ（北口・南口）：700千円×5箇所
・石川ルーツ交流館：500千円×1箇所
・獅子吼（スカイ・パーク）：400千円×3箇所、500千円×6箇所
・セイモアスキー場：500千円×2箇所
・吉野工芸の里：400千円×4箇所
・温泉センター天領：400千円×3箇所
・ミントレイノ：500千円×3箇所
・バードハミング：500千円×5箇所
・市民温泉：500千円×4箇所
・健康センター松任：1,500千円×2箇所
④市内公共施設

R3.11 R4.3 23,066,130 23,062,000 

市民温泉や社会教育施設な
ど不特定多数の市民が利用
する施設（15施設）のトイレ洋
式化を実施

和式トイレの洋式化による菌
の飛沫拡散防止による菌の
付着リスク削減により、感染
症拡大防止に効果があった。

29 単 成人式開催費 生涯学習課

①感染症対策を万全にし、安心して成人式に参加できるよう対策する
②感染症対策消耗品、成人式入場券印刷費、会場消毒業務
③不織布マスク（100枚×7会場）14千円、フェイスシール（140個）38千円、手袋・拭き上
げ用ペーパー等3千円、成人式入場券印刷費37千円、会場消毒業務（学校4校）495千
円
④7会場

R3.11 R4.1 561,380 561,000 

消毒液、フェイスシールド等
の配備や式終了後の会場消
毒作業など、感染症対策を実
施して予定通り成人式を挙行
した。

成人式出席者や運営に従事
した職員の中でクラスターが
発生した事例はなく、感染拡
大を防ぐことができた。

30

31 補 学校保健特別対策事業費 学校教育課

（感染症対策等の学校教育活動継続支援事業）
①感染症対策と健やかな学びの保障を両立し、学校教育ならではの学びを継続的に
進めることができるよう、必要な体制の整備を進める
②消毒液、換気対策備品、オンライン学習等に資するＩＣＴ研修費など
③200千円×7校、150千円×8校、100千円×13校
④市内小中学校

R3.11 R4.3 3,900,000 1,950,000 

（感染症対策等の学校教育
活動継続支援事業）全小中
学校で手指消毒液等の必要
な物品を購入した。

感染症対策を継続して行うこ
とができ、できる限りの対策を
しながら学校教育活動を行う
ことができた。

32 単 GIGAｽｸｰﾙ環境整備事業 学校教育課

①感染症の影響により臨時休校となった場合でも、スムーズにオンライン学習に移行
できるように、自宅学習用としてタブレットのACアダプタを追加で購入する
②ACアダプタ
③2,860円×10,168個≒29,000千円
④市内小中学校

R3.11 R4.3 28,297,544 28,297,000 
タブレット端末充電アダプター
購入 10,168個

充電アダプターを自宅に持ち
帰ることができ、臨時休校時
のタブレット端末でのオンライ
ン学習がスムーズにできるよ
うになった。

33 単 防災活動支援事業 危機管理課

①公共空間での感染機会を削減する
②避難所における感染症対策として、間仕切テントを配備
③65.74千円×170張＝11,176千円
④避難者数700人、二次避難所92施設

R3.12 R4.3 11,033,000 7,642,000 テント　170張購入
避難所設営時の３密回避対
策を講じることができた。

34

35 単 水田農業継続支援金 農業振興課

①まん延防止等重点措置の適用に伴う飲食業等の休業により米の消費及び契約取引
の減少等、需給バランスの変化により令和3年度産米の価格が下落したため、農業者
の離脱等が懸念されることから、担い手の生産意欲の維持を目的に支援金を給付する
②支援金
③水稲作付面積2,697ha×1.5千円/10a
④農業者（651経営体）

R4.1 R4.3 40,089,750 40,089,000 

Ｒ3の米価下落の影響を受け
た農業者への次年度への作
付け意欲の回復を目的に支
援金を交付した。

【支援金交付実績】
交付対象者：農業者601経営
体
交付金：40,089,750円
交付対象面積：2672.65ha
（対象：主食用水稲）

米価下落の影響を受けた農
業者へ支援金を交付すること
で、農業者の収入減少の影
響が緩和され、次期耕作へ
の生産意欲の回復につな
がった。

Ｒ3主食用水稲作付実績
2,697ha
Ｒ4主食用水稲作付見込
2,650ha
※加工米、麦、大豆への品目
点間であり、農業者における
水田利用面積はＲ3と同等
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36 単
子育て世帯臨時特別給付
金

こども子育て課

①子育て世帯臨時特別給付金対象外の世帯に対し、国が地方創生臨時交付金を活
用し、給付できるよう制度を見直したことから、対象となる児童に臨時特別給付金を給
付する
②給付金
③100千円×724人、事務費100千円
④18歳以下の児童（国が定める所得制限を超える世帯に属する児童）

R4.1 R4.3 75,800,000 70,200,000 

国の給付金対象の所得制限
を越える保護者の世帯に対
し、児童一人あたり１０万円
の給付を行う。

所得制限を越える者もコロナ
禍において収入の減、子ども
に係る費用の増加があり、生
活の安定に寄与された。

37 補 学校保健特別対策事業費 学校教育課

（学校等における感染症対策等支援事業）
①感染症の流行が長期化する中で、引き続き児童が安心して学ぶことができるよう、
必要な環境整備を進める
②消毒液、不織布マスクなどの保健衛生用品など
③1,800千円×6校、1,350千円×9校、900千円×13校
④市内小中学校

R4.3 R5.3 34,650,000 17,325,000 

（学校等における感染症対策
等支援事業）
全少中学校で手指消毒液等
の必要な物品を購入

感染症対策を継続して行うこ
とができ、できる限りの対策を
しながら学校教育活動を行う
ことができた。

786,296,653         705,054,000         


